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【目的】Pseudomonas aeruginosa（緑膿菌）と Staphylococcus aureus（黄色ブド

ウ球菌）は日和見感染症の起因菌として知られており、両菌種が混合感染してい

る症例や菌交代症が報告されている。菌交代症は抗菌薬投与によって引き起こさ

れる現象であることが知られてきたが、抗菌薬の投与がない環境下でも菌交代現

象が起こることが報告されている。このメカニズムを明らかにするために、両菌

種の混合培養における菌交代現象を解析してきた。本研究では、黄色ブドウ球菌

による緑膿菌増殖抑制のメカニズムを調べた。 

【方法】①グルコースを添加した培地で増殖させた黄色ブドウ球菌臨床分離株の

培養上清を用いて、緑膿菌 PAO1 株に対する増殖抑制活性を調べた。また、その時

の黄色ブドウ球菌の培養上清の pH を測定した。②ゲノム配列が明らかにされてい

る黄色ブドウ球菌 TY825 株の培養上清中に含まれる有機酸を解析した。③②で同

定された有機酸を用いて、①の pH に調製した黄色ブドウ球菌臨床分離株の培養上

清による、緑膿菌 PAO1 株の増殖抑制活性を調べた。 

【結果・考察】①緑膿菌に対する増殖抑制活性は、黄色ブドウ球菌の株ごとに差

が見られた。その差は培養上清の pH と相関した。②黄色ブドウ球菌の TY825 株培

養上清はコントロールと比べ、コハク酸、ピルビン酸、酢酸の増加が見られた。

③②で増加が見られた３つの酸を用いて、緑膿菌に対する活性を調べたところ、

酢酸でのみ増殖抑制が見られた。このことから緑膿菌の増殖抑制には、黄色ブド

ウ球菌によるグルコース代謝産物である酢酸の関与が示唆された。以上の結果か

ら、黄色ブドウ球菌と緑膿菌との菌交代現象の一因として、S. aureus の代謝産物

に起因することが明らかになった。 


